
まえがき＝使用済燃料の輸送貯蔵キャスク（図 1）には，
燃料集合体が装荷されるバスケットと呼ばれる格子状の
部品が必ず装備される。バスケットに要求される性能と
して，主に，①未臨界維持のための中性子吸収性能，②
除熱のための熱伝導特性，③重量低減のための軽量性が
あげられる。ボロン添Ｖ

除用済れる，區。∵

鋳塊が製造可能であることを確認した。
　アルミニウム合金中のボロン含有率は，増加するにし
たがって溶解鋳造時の湯流れ性及び熱間圧延性などが低
下するため，最大でも 4～ 5mass％に制限される。更に，
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の形態で存在している。バスケット材料として
た結果を示す。ボロン化合物中にMgが取込まれている











むすび＝当社は，真空溶解鋳造及び大気溶解DC鋳造に
より独自のボロン添加アルミニウム合金の製造技術を開
発した。1mass％ボロン添加アルミニウム合金を約1 000
℃の高温で真空溶解鋳造することで，ボロン化合物の微
細化及び均一分散が可能であり，これにより機械的特性
が通常のアルミニウム合金と同等であることを確認し
た。また，比較的高濃度のボロン添加アルミニウム合金
には大気溶解によるDC鋳造法が適用可能であることを
確認した。
　当社は，原材料である濃縮ボロンの製造からボロン添
加アルミニウム合金の板材並びに押出材，及び最終製品
であるバスケットの製造まで，一貫した製造体制を確立
しており，今後これら材料をキャスクのバスケット材に
適用していく予定である。


